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第13号

国立市富士見台1-1-201

村田　亘　75-2020

印刷

真美巧芸37-2536

映画　｢第二世紀を開く｣　上映.〟

4月20日総会にて4時30分から

創立100周年記録映画｢第二世紀を開く｣と
題して全国の学貴会支部に貸し出されることに
なりました｡

国立支部はその一番目として､第9回総会に
おいて上映することになりました｡中々見応え
のある作品ですので､どうかお見逃しなく｡上

映開始は4時30分の予定です｡

●〇一〇回ー 坊VR�ｬﾘ･��

裏皇蕃 

学員名簿

34万余人

閲覧は村田まで

-総会のご案内-
昭和61年度　第　9　回

下記により定時総会を開催いたします｡

万障お繰り合わせのうえ､ご出席下さい

ますようご案内申し上げます｡

なお､会場等の都合上､同封のハガキを

4月10日内までに必ずご返送方よろしくお

願いいたします｡

記

1.日時　4月20日(日〉午後4時30分

2.場所　国立商協ビル(国立デパート

2F)

3.懇親会費　3,000円

当日ご持参下さい
中央線

二コia'" ⊂二面五デパート
｢ク｢ ｢ヾ二一一~

創
立
百
周
年

記
念
式
典
開
か
れ
る

本
学
入
試
状
況

春
の
見
学
会
は
秩
父

5
月
1
 
8
日
(
日
)

あ
れ
こ
れ
考
え
る
会

6
月
鳩
目
(
日

第
二
世
紀
に
向
け
て

支
部
長
村
　
田

亘

中
央
大
学
は
明
治
十
八
年
'
神

田
錦
町
に
本
学
の
前
身
､
英
吉
利

法
律
学
校
と
し
て
創
設
さ
れ
て
か

ら
昨
年
で
百
年
を
迎
え
ま
し
た
｡

そ
の
間
､
〝
質
実
剛
健
と
家
族

的
情
味
〟
　
の
校
風
の
下
､
多
-
の

人
材
を
世
に
送
-
､
第
二
世
紀
に

向
っ
て
大
き
く
飛
躍
し
ょ
う
と
し

て
い
ま
す
｡

国
立
白
門
会
は
昭
和
五
十
三
年

に
誕
生
し
､
昭
和
五
十
七
年
に
は

学
員
会
支
部
に
昇
格
し
､
今
日
ま

で
順
調
な
歩
み
を
続
け
て
参
り
ま

し
た
｡国
立
白
門
会
が
今
日
あ
る
の
は

役
員
諸
氏
の
並
々
な
ら
ぬ
努
力
と

学
員
諸
氏
の
御
理
解
と
御
協
力
の

賜
と
深
-
感
謝
い
た
し
ま
す
｡

中
央
大
学
を
支
え
て
い
る
の
は

学
員
で
あ
-
､
学
員
会
は
母
校
の

基
盤
で
あ
り
ま
す
｡
学
員
会
の
強

化
は
母
校
の
発
展
に
つ
な
が
り
ま

す
｡
中
央
大
学
は
多
摩
の
地
に
本
拠

を
移
転
し
ま
し
た
｡
三
多
摩
に
は

八
王
子
､
立
川
､
日
野
､
国
立
と

三
多
摩
の
五
つ
の
学
員
会
支
部
及

び
調
布
'
町
田
､
青
梅
の
各
分
会

が
あ
っ
て
'
昨
年
十
月
､
｢
三
多

摩
地
区
連
絡
協
議
会
｣
　
を
結
成
し
､

相
携
え
て
学
員
会
相
互
の
親
睦
と

強
化
を
計
る
こ
と
に
な
-
ま
し
た
｡

国
立
白
門
会
は
地
域
支
部
の
中

で
も
注
目
さ
れ
る
存
在
に
な
っ
て

い
ま
す
が
､
今
後
の
課
題
が
な
い

訳
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
｡
若
年
層

の
積
極
的
参
加
と
在
学
生
と
の
交

流
で
あ
り
ま
す
｡

社
会
の
変
化
に
対
応
し
て
組
織

の
活
性
化
を
は
か
-
'
学
員
相
互

の
親
睦
の
輪
を
拡
げ
'
絆
を
強
め

て
､
母
校
の
興
隆
と
地
域
社
会
の

発
展
に
寄
与
し
た
い
と
思
い
ま
す
｡

中
央
大
学
学
員
会
国
立
支
部

規
約
改
正
(
秦
)

(現行〉

第
四
章
　
顧
　
問

(
顧
問
)

第
十
条
　
本
支
部
に
顧
問
を
置
く

こ
と
が
で
き
る
｡

2
　
顧
問
は
役
員
会
で
推
せ
ん
し

本
支
部
の
運
営
に
つ
い
て
支
部

長
の
諮
問
に
応
え
る
｡

(
改
正
案
)

第
四
章
　
顧
問
及
び
相
談
役

(
顧
問
及
び
相
談
役
)

第
十
条
　
本
支
部
に
顧
問
及
び
相

談
役
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
｡

2
　
顧
問
及
び
相
談
役
は
役
員
会

で
決
定
し
､
本
支
部
の
運
営
に

つ
い
て
支
部
長
の
諮
問
に
応
え

る
｡

中
央
大
学
創
立
百
周
年
記
念
事

業
の
一
環
と
し
て
､
学
員
名
簿
が

刊
行
さ
れ
ま
し
た
｡

索
引
篇
と
卒
業
年
度
･
部
･
科

別
篤
の
二
巻
に
分
れ
て
い
て
､
三

四
万
余
人
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
｡

当
支
部
に
も
一
部
ご
ざ
い
ま
す

の
で
､
閲
覧
希
望
の
方
は
村
田
亘

(
七
五
-
二
〇
二
〇
)
　
ま
で
｡
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I.春の見学会

秩父長瀞･三峰神社　5月18日(日)

ロープウェイ

コ-ス

国立-飯能一正丸峠-秩父

三峰神社-長瀞-寄居-東松山(関越高速)

所沢-→国立

会費　2,000円(車代･高速代)

昼食は各自負担｡

午前7時出発予定｡車掌者黒星1.0.日までに
下記-連絡下さい｡

連絡先

山　崎　　　武　72-3948

村　田　　　亘　75-2020

Ⅱ.秋の見学会

霧ヶ峰･白樺湖･蓼科湖10月18日出

コ-ス

国立(中央道) -甲府-諏訪湖(松亀味噌工場

見学)諏訪神社(下)-→霧ヶ峰-白樺湖(ビー

ナスライン)蓼科湖-茅野I C-国立

詳細は後日､白門ニュース第14号参照｡
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今 劍鑄,YEｹ?ﾈ*��年の年会費2,000円を振替 

願い致します○(総会当日のご持参も可) 
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山
梨
支
部
と
交
流

●
秋
の
見
学
会
●

十
月
十
九
日
　
(
土
)
　
早
朝
､
恒

例
の
家
族
ぐ
る
み
の
ぶ
ど
う
狩
-

に
､
総
勢
二
十
四
名
､
甲
州
を
目

指
し
て
国
立
を
後
に
し
た
｡

こ
ん
ど
の
催
し
に
は
､
も
う
一

つ
の
楽
し
み
が
待
ち
受
け
て
い
た

と
い
う
の
は
､
五
月
の
学
員
会

協
議
員
会
と
学
員
総
会
が
あ
っ
た

折
'
国
立
支
部
福
谷
副
支
部
長
と

同
期
で
あ
る
山
梨
支
部
古
屋
有
恒

常
任
幹
事
と
の
三
十
年
振
り
の
出

会
い
で
､
ぶ
ど
う
狩
り
の
機
会
を

活
か
し
､
両
支
部
の
親
睦
を
深
め

よ
う
と
い
う
話
し
か
ら
､
国
立
の

十
月
十
九
日
　
(
土
)

ヮ
ィ
ン
の
試
飲
と
ぶ
ど
う
狩
り

昼
は
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
｡

山
崎
武
厚
生
部
長
と
山
梨
の
中
込

一
書
事
務
局
長
､
古
屋
氏
と
の
間

で
連
絡
を
と
-
合
っ
て
今
日
の
運

び
と
な
っ
た
｡

国
立
支
部
一
行
は
関
喜
一
理
事

の
厚
意
で
､
モ
ン
デ
ワ
イ
ン
工
場

見
学
と
ワ
イ
ン
試
飲
'
つ
い
で
､

メ
ル
シ
ャ
ン
ワ
イ
ン
勝
沼
工
場
で

は
ワ
イ
ン
の
飲
み
放
題
'
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
は
食
べ
放
題
の
中
食
を
御

馳
走
に
な
-
､
途
中
で
ぶ
ど
う
狩

-
を
し
て
か
ら
胸
と
ど
ろ
か
せ
､

国
立
､
山
梨
両
支
部
交
歓
の
場
所
､

ミ
レ
ー
の
名
画
で
有
名
な
山
梨
県

立
美
術
館
に
向
っ
た
｡
着
い
て
み

る
と
､
待
ち
構
え
て
お
ら
れ
た
山

梨
支
部
中
込
事
務
局
長
以
下
役
員

の
方
々
に
迎
え
ら
れ
､
互
い
に
握

手
､
案
内
さ
れ
た
美
術
館
向
い
の

レ
ス
ト
ラ
ン
で
記
念
す
べ
き
両
支

部
の
交
歓
が
始
ま
っ
た
｡

ま
ず
､
山
梨
支
部
中
込
事
務
局

長
か
ら
歓
迎
の
言
葉
が
あ
り
､
こ

れ
に
応
え
て
国
立
支
部
村
田
支
部

長
が
謝
辞
を
述
べ
､
続
い
て
山
梨

の
塚
原
副
支
部
長
の
音
頭
で
乾
杯

の
あ
と
自
己
紹
介
に
移
っ
た
｡

懇
談
に
入
っ
て
か
ら
､
用
意
さ

れ
た
オ
ー
ド
ブ
ル
に
し
た
つ
づ
み

を
打
ち
な
が
ら
杯
を
重
ね
時
の
経

つ
の
も
忘
れ
て
話
の
花
が
咲
い
た

母
校
百
周
年
記
念
式
典
で
の
再
会

を
期
し
て
こ
の
目
の
幕
を
降
し
た

国
立
支
部
一
行
の
バ
ス
が
遠
く

な
る
ま
で
手
を
振
っ
て
見
送
っ
て

い
た
だ
い
た
感
激
は
､
い
つ
ま
で

も
忘
れ
得
ぬ
想
い
出
で
あ
っ
た
｡

(
能
味
寿
哉
)

圏
圃

会
長
杯
争
奪
戦
囲
碁
大
会

十
一
月
二
四
日
　
(
日
)
　
ダ
イ
ヤ

パ
レ
ス
集
会
所
で
､
国
立
白
門
会

長
杯
争
奪
囲
碁
大
会
は
多
数
の
学

員
が
参
加
し
て
開
か
れ
た
｡

和
や
か
な
ム
ー
ド
の
中
に
勝
負

は
進
み
'
荒
木
繁
幸
氏
が
優
勝
し

会
長
杯
を
獲
得
し
た
｡
一
位
か
ら

三
位
ま
で
に
は
盾
が
贈
呈
さ
れ
た

後
､
次
回
を
期
し
､
名
残
-
を
惜

し
ん
で
会
を
閉
じ
た
｡
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懇親パーティにて

創
立
百
周
年
記
念
式
典
開
か
れ
る

十
一
月
十
三
日
　
(
水
)

副

支

部

長

　

井

　

上

　

定

　

男

懇
親
パ
ー
テ
ィ
も

賑

や

か

に

-

-

-

-

-

十
一
月
十
三
日
午
前
十
時
か
ら

多
摩
校
舎
に
お
い
て
､
各
界
か
ら

の
来
賓
･
O
B
･
教
職
員
･
生
徒

代
表
等
が
参
列
し
て
盛
大
に
式
典

が
催
さ
れ
た
｡

は
じ
め
に
､
中
央
大
学
創
立
百

周
年
を
記
念
し
､
作
曲
さ
れ
た
　
｢

管
弦
楽
の
為
の
フ
ァ
ン
フ
ァ
ー
レ

を
祝
典
楽
章
｣
　
を
､
小
松
一
彦
氏

の
指
揮
で
中
央
大
学
音
楽
研
究
会

管
弦
楽
部
が
演
奏
し
て
雰
囲
気
を

盛
り
上
げ
､
挨
拶
､
式
辞
'
祝
辞
､

表
彰
と
進
行
し
た
｡

祝
典
楽
章
は
､
学
員
の
西
村
亜

郎
氏
が
作
曲
し
た
も
の
で
､
英
吉

利
法
律
学
校
と
し
て
生
声
を
あ
げ

た
中
央
大
学
の
黎
明
期
を
打
楽
器

に
始
ま
る
演
奏
で
表
現
し
､
着
実

に
歩
み
続
け
る
大
学
､
飛
躍
と
百

周
年
の
と
き
を
多
摩
の
地
に
迎
え

る
慶
び
を
金
管
楽
器
で
高
ら
か
に

奏
で
､
校
歌
の
メ
ロ
デ
ィ
の
展
開

か
ら
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
へ
移
行
し
､

鐘
の
音
の
響
き
で
次
の
世
紀
へ
の

幕
あ
け
を
告
げ
､
未
来
に
向
け
て

力
強
く
伸
び
ゆ
く
中
央
大
学
を
讃

え
て
い
て
､
演
奏
が
終
る
と
万
雷

の
拍
手
が
湧
き
起
-
､
暫
ら
く
鳴

り
止
ま
な
か
っ
た
｡

渋
谷
理
事
長
の
挨
拶
と
､
川
添

学
長
の
式
辞
の
中
で
　
｢
創
立
百
周

年
を
契
機
と
し
て
､
中
央
大
学
関

係
者
が
､
過
去
を
ふ
-
返
え
-
､

伝
統
と
学
風
と
を
再
確
認
す
る
と

と
も
に
､
先
人
の
情
熱
に
触
れ
て

決
意
を
新
た
に
す
る
こ
と
は
､
新

し
い
世
紀
に
向
け
て
前
進
す
る
た

め
に
､
ど
う
し
て
も
必
要
な
こ
と

で
あ
る
｣
　
と
述
べ
ら
れ
た
｡

明
治
十
八
年
三
十
歳
前
後
の
イ

辛
-
ス
留
学
新
進
法
曹
十
八
名
が

二
十
八
歳
の
増
島
六
一
郎
を
校
長

に
､
英
吉
利
法
律
学
校
と
し
て
創

設
し
た
こ
と
は
驚
き
で
あ
る
｡
建

学
の
趣
意
は
明
治
十
八
年
の
郵
便

報
知
新
聞
号
外
に
掲
載
さ
れ
､
現

存
し
て
い
る
が
､
イ
ギ
-
ス
風
の

堅
実
で
穏
健
な
自
由
主
義
を
精
神

と
し
て
､
経
験
を
尊
び
実
際
を
重

ん
じ
､
個
人
の
自
由
と
自
助
の
確

立
､
実
証
清
神
と
在
野
精
神
の
潤

養
な
ど
を
訴
え
た
｡

松
永
光
文
部
大
臣
祝
辞
　
(
鳩
山

文
部
政
務
次
官
代
読
)
　
に
続
い
て

石
川
日
本
私
立
大
学
連
盟
会
長
､

堂
野
学
員
会
会
長
､
ル
イ
･
フ
ァ

ヴ

オ

ル

ー

エ

ク

ス

･

マ

ル

セ

イ

ユ

法
･
経
･
科
学
大
学
名
誉
学
長
が

祝
辞
を
述
べ
た
｡
伝
統
を
ふ
ま
え

て
､
こ
れ
か
ら
の
社
会
に
指
導
的

役
割
を
果
す
た
め
の
大
学
人
の
責

任
を
強
調
さ
れ
た
の
に
共
感
し
､

国
際
交
流
を
深
め
よ
う
と
す
る
大

学
の
姿
勢
に
好
感
を
持
っ
た
｡

功
労
者
表
彰
の
あ
と
､
吹
奏
楽

部
と
男
声
合
唱
部
､
参
会
者
と
で

校
歌
を
斉
唱
し
､
感
激
の
渦
の
中

で
式
典
は
閉
じ
ら
れ
た
｡

祝
賀
パ
ー
テ
-
は
､
体
育
館
に

五
千
名
に
及
ぶ
来
賓
･
O
B
･
教

職
員
･
生
徒
代
表
等
が
出
席
し
て

開
催
さ
れ
た
｡
渋
谷
理
事
長
の
挨

拶
､
清
水
日
本
私
学
振
興
財
団
理

事
長
お
よ
び
松
永
文
部
大
臣
の
祝

辞
､
山
本
評
議
員
会
議
長
の
音
頭

に
よ
る
乾
杯
を
経
て
懇
親
に
入
っ

た
｡
国
立
白
門
会
か
ら
は
､
村
田
会

長
ほ
か
十
余
名
が
参
加
し
､
国
立

白
門
会
会
旗
は
一
際
目
立
ち
'
会

場
に
溢
れ
る
熱
気
に
圧
倒
さ
れ
る

思
い
の
中
で
の
楽
し
い
交
歓
で
あ

っ
た
｡
吹
奏
楽
部
と
男
声
合
唱
部

が
リ
ー
ド
す
る
校
歌
や
応
援
歌
は

O
B
の
魂
を
ゆ
さ
ぶ
-
､
肩
を
組

ん
で
唱
和
す
る
姿
が
見
ら
れ
た
｡

記
録
映
画
　
｢
母
校
よ
永
遠
な
れ
｣

は
'
中
央
大
学
が
企
画
し
､
東
映

株
式
会
社
が
製
作
し
た
も
の
で
あ

る
が
､
監
督
岡
本
明
久
氏
は
じ
め

ス
タ
ッ
フ
の
ほ
と
ん
ど
が
本
学
の

O
B
で
あ
る
｡
海
外
か
ら
も
取
材

し
､
三
年
が
か
-
で
あ
っ
た
と
い

う
が
､
伝
統
と
学
風
と
を
確
認
で

き
る
よ
う
構
成
さ
れ
て
い
た
｡

ロ

ン

ド

ン

の

ミ

ド

ル

･

テ

ン

プ

ル
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
増
島
六
一

郎
の
肖
像
､
卒
業
生
名
簿
の
中
の

創
設
者
た
ち
､
明
治
十
八
年
の
郵

便
報
知
新
聞
号
外
､
十
八
人
の
創

設
者
た
ち
の
肖
像
､
彰
大
な
出
版

物
と
蔵
書
､
働
き
な
が
ら
学
び
世

に
出
た
横
田
千
之
助
､
林
頼
三
郎
､

谷
村
唯
一
郎
ら
の
先
輩
､
反
骨
の

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
長
谷
川
如
是
閑
､

軍
閥
政
治
を
鋭
-
批
判
し
た
議
会

大
浜
田
園
松
､
翼
賛
選
挙
の
無
効

判
決
を
下
し
た
吉
田
久
ら
の
映
像

は
実
に
懐
か
し
く
感
動
的
で
あ
っ

た
｡
学
徒
動
員
､
焼
野
原
に
残
っ

た
母
校
､
ヘ
ル
シ
ン
キ
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
で
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
レ

ス
リ
ン
グ
の
石
井
庄
八
選
手
の
活

躍
､
マ
ラ
ソ
ン
'
六
連
覇
の
箱
根

駅
伝
､
後
楽
園
キ
ャ
ン
パ
ス
の
近

代
的
理
工
設
備
な
ど
な
ど
｡

校
歌
が
流
れ
る
と
場
内
か
ら
合

唱
が
起
-
､
ス
ク
リ
ー
ン
の
映
像

に
二
重
写
し
に
し
て
､
自
分
の

青
春
の
き
ら
め
き
を
思
い
起
し
て

い
る
様
子
が
､
場
内
に
満
ち
て
い

る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
た
｡

帰
路
､
福
島
か
ら
来
た
と
い
う

紳
士
に
　
｢
今
日
は
ほ
ん
と
に
良
い

日
で
あ
り
ま
し
た
｡
｣
と
声
を
か
け

ら
れ
た
｡

十
五
万
坪
の
紅
葉
と
白
亜
の
キ

ャ
ン
パ
ス
に
降
-
そ
そ
い
で
い
た

太
陽
は
西
山
に
傾
き
､
茜
色
の
夕

焼
空
は
ひ
と
き
は
美
し
か
っ
た
｡

囲
園
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3.学部別志願者数増減推移表
一部志願者数前年度対比

演 ��ﾘ���経済 傅B�理工 兌b�

中央 ��#�c2�△320 △540 ��#"ﾃ田���#cC��2,885 涛2�△719 

早稲田 ��#Sビ��234 ��#�ﾃ#s2�△958 

明治 鼎c��凵｢891 �63�ﾃ3�R�△1,477 

慶応 ��#c�����#3SB�△658 2,159 1,603 ��#田"�199 

法政 ��#�R���#�ﾃ3#���68�#�ﾃSs��△2,335 

立教 都�"���#�ﾃ�����ﾓC���△790 

上智 ��#3����#S����#�CR�△114 

青山学院 ��#鼎r��3ッ���#�ﾃ3#��68�#�飛�△195 

専修 駒沢 東洋 ��##モ��#�ﾃ�C���#唐�涛�2��ﾃcSr�##b�凵｢656 △1,641 

日本 白ﾃSsR���#Bﾃ�S澱���窺R�△678 

明治学院 ��#�3����ﾃs����794 

I.志願者数前年度対比表

61年度 田�D�7��増減 

一部 田Bﾃ�s��65,264 ��#�ﾃ��2�

二一部 途ﾃ#SB�5,967 ��ﾃ#ビ�

計 都�ﾃ##R�71,233 涛B�

2.諸大学志願者推移表
一部志願者数前年度対比

関 東 地 戟 ��Xｧykﾂ�61年度 田�D�7��増減 ��ﾘﾋ越b�

中＼央 田Bﾃ�s��65,264 ��#�ﾃ��2�△1.8 

早稲田 ��3Bﾃ����134,063 鼎R�0 

明治 涛�ﾃS3"�91,137 �3迭�0.4 

慶応 鼎津�#B�51,782 ��#�ﾃ鉄��△3.8 

法政 鉄Rﾃ3S��64,891 ��#津SC��△14.7 

立教 �3づ�3��38,333 鼎途�1.3 

上智 �#Bﾃ#s2�24,648 ��#3sB�△1.5 

青山学院 鼎�ﾃ��b�41,962 ��#�ﾃンb�△4.5 

東京理科 鼎rﾃ#�"�48,425 ��#�ﾃ�C2�△2.4 

導修 �3bﾃS#��33,788 �"ﾃsC��8.1 

明治学院 �#"ﾃ��B�20,197 ��ﾃ��r�9.0 

東洋 �3津sC��136,851 �"ﾃン��7.8 

駒沢 �3rﾃ3�"�38,392 ��#�ﾃ����△2.6 

日本 ��#bﾃイ2�123,580 �2ﾃ#c2�2.6 

関 亊i�ﾂ�61,104 田bﾃ#迭�△5,191 ��#r繧�

西 亊i�ﾈｧx���30,399 �32ﾃc唐�△3,299 ��#偵��

地 �:�X���36,859 �3津S3��△2,672 ��#b繧�

戟 凛ykﾘｭ��481,582 鼎Rﾃ#3��3,344 途紕�

渋
谷
細
長
拝
代
徳
辞
任

理

　

事

　

長

に

総
長
職
務
代
行
に

渋
谷
健
一
理
事
長
･
総
長
職
務

代
行
は
六
十
年
十
二
月
二
十
三
日

｢
百
周
年
記
念
行
事
が
全
て
終
了

し
､
募
金
状
況
も
順
調
に
進
行
し

て
お
り
､
健
康
も
勝
れ
な
い
｣
　
と

の
理
由
で
辞
任
さ
れ
た
｡

桃
井
常
任
理
事
は
同
日
､
理
事

谷
本
利
千
代
氏

川
添
利
幸
学
長

就
任

長
職
務
代
行
､
六
十
一
年
一
月
十

三
日
､
総
長
職
務
代
行
に
就
任
さ

れ
た
が
､
三
月
十
日
､
谷
本
利
千

代
氏
が
理
事
長
に
､
三
月
こ
十
二

日
'
川
添
利
幸
学
進
が
総
長
職
務

代
行
に
新
任
さ
ん
た
｡

百
周
年
記
念
募
金

三
〇
〇
万
円
突
破

期
限
六
三
年
六
月
三
〇
日

中
央
大
学
は
昭
和
六
〇
年
を
も

っ
て
創
立
百
年
を
迎
え
ま
し
た
｡

こ
の
百
周
年
を
期
し
て
諸
種
の

事
業
を
企
画
し
て
お
り
､
募
金
目

標
は
五
〇
億
円
で
す
｡
当
支
部
も

募
金
目
標
三
〇
〇
万
円
で
し
た
が

昭
和
六
一
年
二
月
末
日
で
三
三
五

万
円
と
な
-
ま
し
た
｡
こ
れ
も
会

員
各
位
の
母
校
に
対
す
る
変
ら
ぬ

ご
支
援
ご
協
力
の
賜
物
と
深
く
感

謝
い
た
し
て
お
-
ま
す
｡

尚
､
募
金
期
限
は
昭
和
六
三
年

六
月
三
〇
日
で
す
の
で
'
何
か
と

出
費
ご
多
端
の
折
､
誠
に
恐
縮
で

す
が
､
ご
協
力
下
さ
る
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
｡

寄
付
金
に
つ
い
て
免
税
措
置
が

あ
り
ま
す
｡
個
人
の
場
合
､
年
額

一
万
円
を
越
え
た
金
額
は
確
定
申

告
す
れ
ば
課
税
所
得
か
ら
控
除
さ

れ
ま
す
｡
不
明
の
点
が
ご
ざ
い
ま

し
た
ら
村
田
　
亘
(
七
五
-
二
〇

二
〇
)
　
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い

百
周
年
記
念
出
版

図
説
中
央
大
学
8
8
5
↓
9
8
5

l

l

中
央
大
学
百
年
の
歴
史
を
'
ぎ

っ
し
り
活
字
で
埋
め
る
の
で
は
な

く
､
写
真
を
用
い
て
〝
図
説
〟
と

し
て
ま
と
め
て
あ
る
｡

巻
末
に
略
年
表
が
付
い
て
い
る

の
で
､
本
文
と
合
わ
せ
つ
つ
追
う

と
､
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
の
流
れ
が

わ
か
る
｡

百
周
年
記
念
ビ
デ
オ
テ
ー
プ

母
校
よ
永
遠
な
れ

企
画
･
中
央
大
学
　
製
作
･
東

映
㈱

ご
購
入
･
お
問
い
合
わ
せ
等
は
中

央
大
学
出
版
部
ま
で

八
王
子

〇
四
二
六
-
七
四
-
二
三
五
一

今
年
の
入
試
状
況

広
報
課
調
べ

昨
年
に
比
べ
全
国
の
高
校
新
卒

者
が
約
二
七
万
人
'
私
大
進
学
志

願
者
は
約
七
万
人
増
加
し
て
い
る

が
､
中
大
は
じ
め
大
規
模
大
学
の

志
願
者
は
横
バ
イ
も
し
く
は
下
ま

わ
る
傾
向
に
推
移
し
た
｡

そ
の
理
由
は
同
じ
レ
ベ
ル
の
大

学
の
併
願
が
減
少
し
､
合
格
可
能

な
大
学
へ
の
安
全
思
考
ま
た
､
首

都
圏
大
学
よ
り
地
方
大
学
へ
の
志

願
者
が
増
加
し
た
こ
と
に
よ
る
も

の
と
考
え
ら
れ
る
｡

我
中
央
大
学
も
､
そ
の
傾
向
が

み
う
け
ら
れ
､
志
願
者
数
は
下
記

の
通
り
で
あ
る
｡
(
別
表
)
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昭和60年度国立帥r一会決算書昭和61年度国立一冊一会予算案 
●自:昭和60年4月1日●至:昭和61年3月31日●自:昭和61年4月1日●至‥昭和62年3月31日 

収入の部支出の部科｡摘要合繊 

科目決算子規科目決算予算年会賞2.00(用Xl()0名200.000 

十憲計08-'0000220.0.'0m.0器':24063..63350168.0.,00.0.0収-一書':.-.諾笑1.芋,YF:三業,i,,.--i..330...moo. 

:Si.芸.+誓H52,,0:Oo器謹7994...43960:94.5..0000.0撞言誤薫驚祝金等.905000'..Oo;Oo. 
寄付.祝金116,000120,000交際費92.46060.000部離別繰越金104.791 

綱引52,250103,000-搬9,460.0.000余間誌禦轍胴×2回2640.4...7;1 

鱒浦鍋373,0000備品45,1850通信餓会員鵬各50,000 

捌刑,平日164.6900親睦行事費410.830200,000支｣全一過__iL役員会他70,000 

雑収入26.7670雑則122.808､60_,000的贅念罵他郵総会祝舗993;og 

前期繰越金191,388191,388予備穀024.388､1の事務用高調10.000 

合岬.9729.38艦等1,120049,,70991572=88耕詳鷲32:0:.:jo: 
会計堀田勲会計監査宍戸勇之㊥合計604.791 

II二宮軌㊥ 

甲(≒詳三(二三､の二葉鵠六濡つ講菜春三諜十二麗舎お前六 
秋土秋細綱目春V現会把会V軽所五月実三きた等ね.あまバー市的大参年V 

講繕畿謂灘韮誤差需警告器器繕農 

羅繚灘灘綴喜 

畿撥纏縮繋 一品大詰謹訟千千十羅愁聾稿十謹生.早 

会き､けにバナナと.加市口及発四月六 
ま次ま及ザ一一'不○民び行号二日 

､ヽ_/ 

六五四一四三二一しのの方ス十ユ 

露擬離籍轡繕轟 ､六､､の'た親諸が集三第一 ､話市)丁こ､ 大し政は目れ十 
会市第掲路一に於碁他品○参会場九七加ブ改)作集び変合､約ダ会- 

鵠嵩盤羅覇｡童正.鵬綺羅 o 
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∴∴-.∴∴∴ -.I:.-: ��子∴ ��I_I.?, ��:∴ ��dt....==ii===;. 稗�∴. ∴ 貞��ｸｷｸ6ﾒ�

I.: ��凵��� 劍�����亦ﾃ�����(�B�

享醤i議 ��剋q 

･＼ー=1.,...撥鰯動 �ﾘ�ｸ�ｸﾜY(b�儻淋�����劔%｢� �ｪJC�B��ﾂﾒ�

浴. 劔劔��

･享;∴∴ 兮 ��白��粳?��停簫謦�� 啖�� 倅�｣ｨ岐�

‥!.緩一一 ∴:∴一二∴~∴∴さ-｣ � �+�|����ﾂ��謦ﾔ逃�������� ��

新年会(S61.I.25)

土地･家長'豪-:li㌢詣壷
売　買･仲　介

売買の事･建築･法律･税金の事等無料で
ご相談いたします｡お電話でも結構です｡

(学員特に優遇)

(有)久保田商事
f(:衣取締役　久保田　利　雄

国立南西2 -2〔仁一10

(富士見通り音高前)

TEL 0425-75-2244㈹

緑ゆだかな環魔の保全をめざして

緑地設計施工管理
環境衛生販売請負
法面種子吹付工事

関東薬品造園株式会社

国立市谷保6660
地(75) 4101㈹

Wine & Dinner
あなたのひとときを

イタリアンレストラン
OPEN ll:30AM～10:00PM

中上9-4大学通り白十字2F

TEL. 76-1401

昭
和
六
十
一
年
の
新
年
会
は
､

一
月
二
十
五
日
午
後
五
時
半
､
｢

信
濃
路
｣
　
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た

今
年
は
谷
清
国
立
市
長
は
じ
め

中
西
旭
､
市
橋
千
鶴
子
､
酒
井
博

の
諸
先
生
な
ど
各
顧
問
も
お
元
気

な
顔
を
見
せ
て
い
た
だ
き
､
新
顔

を
含
め
三
十
七
名
､
近
来
に
な
い

盛
会
で
あ
っ
た
｡

山
崎
厚
生
部
長
の
司
会
で
井
上

副
支
部
長
の
開
会
で
始
ま
り
､
村

田
支
部
長
の
挨
拶
の
後
､
顧
問
の

諸
先
生
か
ら
激
励
の
お
言
葉
が
あ

り
､
酒
井
顧
問
の
音
頭
で
乾
杯
｡

自
己
紹
介
が
終
っ
て
､
司
会
は
風

間
副
幹
事
長
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
｡

懇
親
会
は
'
鍋
を
囲
ん
で
盃
を

重
ね
､
同
窓
な
ら
で
は
の
和
気
あ

い
あ
い
の
中
に
'
次
々
と
お
得
意

の
の
ど
を
披
露
し
て
の
カ
ラ
オ
ケ

に
､
時
の
経
つ
の
を
忘
れ
､
入
り

乱
れ
て
の
談
笑
が
続
い
た
が
､
最

後
に
､
肩
を
組
ん
で
校
歌
を
斉
唱

し
､
丸
本
幹
事
長
の
閉
会
の
辞
が

あ
り
､
中
央
大
学
と
国
立
白
門
会

の
万
才
を
三
唱
､
名
残
-
を
惜
し

み
な
が
ら
解
散
し
た
｡(
福
谷
　
実
)

青
春
を
語
る志

茂
田
景
樹
氏

今
年
の
国
立
市
で
の
成
人
式
式

典
で
､
中
央
大
学
O
B
で
あ
る
直

木
賞
作
家
志
茂
田
景
樹
氏
が
　
｢
青

春
を
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
し
よ
う
｣

と
題
し
､
青
春
と
は
自
己
表
現
で

あ
り
､
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
旺
盛
な

行
動
で
あ
る
と
､
講
演
さ
れ
た
｡

志
茂
田
氏
は
昭
和
四
〇
年
に
本

学
法
学
部
を
卒
業
後
'
山
本
寛
斉

事
務
所
所
属
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
･

モ
デ
ル
で
も
あ
る
異
色
作
家
で
あ

り
ま
す
｡

昨
年
五
月
､
国
立
白
門
会
が
中

央
大
学
創
立
百
周
年
記
念
講
演
会

を
国
立
市
で
開
催
し
'
志
茂
田
氏

を
講
師
と
し
て
招
き
　
｢
真
実
の
青

春
｣
　
と
い
う
演
題
で
講
演
さ
れ
'

そ
の
節
-
気
の
な
い
態
度
と
若
々

し
い
ユ
ニ
ー
ク
な
内
容
が
聴
衆
の

共
感
を
呼
び
'
今
回
の
運
び
と
な

っ
た
｡国
立
白
門
会
が
地
域
文
化
の
発

展
と
母
校
の
興
隆
に
寄
与
す
る
た

め
に
活
動
し
て
い
る
賜
物
と
自
負

し
て
お
り
ま
す
｡

志
茂
田
景
樹
氏
の
今
後
の
ご
活

躍
を
祈
-
ま
す
｡

ハ
レ
ー
彗
星
見
ゆ

日
本
で
見
る
に
は
三
月
十
五
日

～
二
〇
日
ご
ろ
が
良
い
時
期
だ
と

聞
い
て
､
十
五
日
の
夜
に
房
総
半

島
の
江
見
に
向
か
っ
た
｡
あ
い
に

-
の
気
象
状
況
で
､
昨
夜
来
の
雪

が
象
徴
的
で
'
小
雨
混
じ
り
の
強

風
で
あ
っ
た
｡
半
ば
諦
め
て
い
た

が
'
現
地
に
着
-
と
空
は
晴
れ
上

が
っ
て
満
天
に
星
が
き
ら
め
い
て

い
た
｡
し
か
し
水
平
線
上
は
霞
が

か
か
っ
た
よ
う
で
､
期
待
と
不
安

に
胸
が
高
な
っ
た
｡

午
前
四
時
､
双
眼
鏡
を
セ
ッ
ト
｡

目
指
す
は
射
手
座
｡
運
よ
く
す
ぐ

に
見
つ
か
っ
た
｡
星
の
よ
う
に
点

と
輝
き
､
そ
の
右
斜
め
上
方
に
ポ

カ
し
た
よ
う
に
白
い
帯
が
延
び
て

い
る
｡
し
て
や
っ
た
り
｡

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
処
理
し
た
画

像
も
良
い
が
､
や
は
り
自
然
な
姿

の
方
が
感
激
も
一
頻
り
で
あ
る
｡

残
念
な
の
は
曇
が
出
て
来
て
間

も
無
-
見
え
な
-
な
っ
た
事
で
あ

る
｡
N
H
K
･
民
放
各
局
が
南
の
国

へ
取
材
に
行
っ
て
る
が
､
衛
星
の

観
測
記
録
を
上
手
に
取
-
入
れ
て
､

変
に
凝
る
事
な
-
特
集
を
組
ん
で

-
れ
る
事
を
期
待
し
て
い
る
｡

最
後
に
､
帰
路
に
も
霞
に
遭
遇

す
る
と
い
う
猫
の
目
の
様
な
気
象

状
況
で
見
る
事
が
出
来
た
の
は
幸

運
だ
っ
た
と
思
う
｡

編
集
後
記

(
良
)

ロ
ー
マ
は
一
日
に
し
て
成
ら
ず
｡

物
事
を
一
日
で
遣
-
遂
げ
よ
う
と

か
､
一
日
単
位
で
計
画
を
立
て
る

と
時
間
が
足
り
な
く
な
る
｡
そ
れ

を
一
年
単
位
で
考
え
る
と
余
裕
が

出
来
､
一
日
を
と
っ
て
み
て
も
時

間
が
余
っ
て
く
る
｡

白
門
ニ
ュ
ー
ス
も
年
に
二
回
の

発
行
な
の
で
､
取
材
･
編
集
と
充

分
時
間
は
あ
る
の
だ
が
､
締
切
が

迫
ら
な
い
と
エ
ン
ジ
ン
が
か
か
ら

な
い
｡
こ
の
時
期
に
な
る
と
本
当

に
〟
光
陰
矢
の
ご
と
し
〟
だ
が

°

人
生
航
路
は
長
い
よ
う
で
短
か

い
｡
酔
生
夢
死
で
終
わ
ら
な
い
為

に
も
目
標
を
立
て
､
五
年
､
十
年

と
取
り
組
む
根
気
が
必
要
で
あ
る
〔

･髭;I.I.,～:義


